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本 報 告 書 「基礎 ・生活 物 資需 給 情報 シス テムの調 査 ・研 究」は 当 協会 の なか に 設置 され た 基 礎 ・

生活 物 資需 給 情報 シス テ ム研 究 会 が 昭和49年4月 以 降調 査研 究 した 基 礎 ・生活 物 資 の 需給 情 報

シス テ ム につ いて の成 果 を 報 告書 の 形 で と りま とめた もの で あ ります。

昨年 の11月 にお こっ た基 礎 ・生 活 物 資を 中心 とす る異 常な物 不足,物 価 の 上 昇 はい わ ゆ る パ

ニ ック状 態 を ひ きお こ し,大 きな社 会不 安を国 民 に与 え る所 とな りま した が,こ の よ うな事 態 は

二 度 とひ き お こさ れ ては な らな い と考 え られ ます。

他 方 で は,各 種 資源 の有 限 性が 強 くさけ ばれ 始 めて お り,こ れ か らの需 給 関係 は 今 まで の 需要

先行 型 では な く,供 給 先 行型 へ の移 行 も考 え な くては な らぬ時期 に きてい る と考 え られ ます 。

この よ うな時 代 に こそ,政 府 と国 民 の 対話 を 可 能 と し,そ の結 果 パ ニ ックを防 止 す る ことの で

きる 情報 シス テ ムの 確 立が な され な け れ ば な らな い とと も に,各 種 資源 の有 効的 な利 用,配 分 を

も可 能 に し うる情 報 シス テ ムの確 立 が な され ね ば な らない と考 え られ ま す 。

「基礎 ・生活 物 資需 給 情 報 シス テ ム」 は この よ うな 要 請 に 答 え るた めの シス テ ム とし て開発 さ

れた もの で あ り,そ の 実 現 の た め には幾 多の 問題 をの り こえ なけれ ば な りませ ん が,本 シス テ ム

が わ が国 の これ か らの 物 資需給 情 報 システ ムの確 立,ひ い て は 需給 に 関す る施 策 に何 等 か の 役 に

た つ ことが で きれ ば 幸 い で あ ります 。

な お,本 シス テ ム は 今 後 さ らに関 係各 方 面 の御 意 見 や御 批 判 を 得,よ り適 切 な もの に 発展 させ

・た く,関 係 各位 の御 協 力 を お願 いす る次第 で あ ります。

昭和49年9月

本 調査 研 究 プ ロ ジェク トマ ネ ジ ャー

財 団法 人 日本 情報 開発 協会

理 事 増 田 米 二

}
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§1.本 調 査 研 究 の 目的

石油危機を契機 として もた らされた基礎 ・生活物資を中心 とする異 常な物不 足,物 価上昇は

・パニ ック状況をひきお こ し,そ の こ とは大 きな社会不安 を もた らす結果 となった。それ に伴 っ

て石油二法を中心 とす る各種施 策が実施 されつつ あるが,こ れ らの施策 を有効かつ 円滑に運用

す るた めには,適 確な情報 を迅 速に処 理 しうる情報 システ ムが必要 かつ不可 欠の もの と考え ら

れ るot t・

本調査研究は,こ の様 な状況 に効果 的に対処するた めに,主 要な基礎 ・生活物資の生産,加

工,流 通,消 費にいた る各段階 での必要情報の適格な把握 と,そ れ ら情報 の系統的解析 にも とつ

く予測及び各種情報 サ ー ビスの実施 を 目的とした総合 的 な需給 情報 システムの確立 をめざす も

ので あるo.

・ltte,本 調査研 究 に お い て は次 に 示す4点 を調 査研 究 の主 目的 と して 行 な う。.

(1)供 給 制 限状 況へ の 対 応 を可 能 とす る情 報 シス テ ムの確 立

(2)統 計 の 統合 化 を め ざす情 報 シス テ ムの確 立

(3)パ ニ ック を防 止 す るた め の情報 シス テ ムの確 立

(4)以 上 の 情報 シス テ ム に関す る企 業秘 密 の問題 と運 用 形 態 の 諸問題 の 検討

1ユ 供 給 制限 状 況 へ の対 応

昨 年11月 に ひ き お こされ た パ ニ ックで 明 らか に な った よ うに これか らの 基 礎 ・生 活 物 資

につ いて の需給 関 係 は,今 ま での よ うな十 分 な物 資 の 供給 状 態 では な く,あ る程 度 の 供 給 制

限下 にお いて,物 資 の 消費 量が 除 々に増 加 してい く とい う形 にな る と考え られ る。

しか し,今 ま で の 需給 関係 に 対す る考え 方及 びそ れ に基 づ い て作 られ る モデ ル は,需 要 の

増 加 に対 し,供 給 が 増 加 して.い く とい う形 の需 要 先 行 型 の もの で あ るため に,今 回の ごと き,

あるい は,・ これ か ら将 来 にか け て お こるで あろ う供 給 が 不 安 定 な 状態 に な った場 合,あ るい

は 先行 して しま う よ うな場合 に は,十 分適 確 に 対処 す る 已 とが で きな い。

こ こに,新 し く,供 給 を先 行 指標 とす る,供 給 先 行 型 の モ デル が必 要 とされ る 理 由が あ る。

供給 を先 行 指 標 とす る場 合 には

(D輸 入,生 産,加 工,流 通,消 費 とい うプ ロセス の各 々の 段 階 におけ る 供給 量 を 正確 に

把 握 す る こ とが な され なけれ ば な らない。

(ii)(i)と 並 行 して 各 々の 段階 におい て,需 要 に対 す る十 分 な 指導 を行 ない つつ,,そ の中 で

具 体 的 な 需要 予測 を行 な って いか なけ れば な らな いo

とい う2点 を 考 慮 しなけ れば な らな いが,本 調 査研 究 に おい ては,こ の2点 の 確立 をめ ざす
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こ との で きる需 給情 報 シ ス テ ムの構 築 をそ の 目的 とす る もの で ある。

1.2統 計 の 統 合化

本 調査 研 究 にお い ては,1・1で のぺ た よ うに 輸入,生 産,加 工,流 通,消 費 とい う各 段階

に お け る供給量,需 要量 を 把握 す る こ とを 目的 とす るが,そ のた め に は輸入 か ら消費 に い た

る各段 階 に おい て様 々な情 報 が 必 要 と され る。

そ こで,第1に 本 調 査研 究vateい て は,今 日,政 府 が実 施 してい る各 種 統計 を洗 い 出 し,

そ れ らが本 研 究 で考 察 す る需 給 情 報 システ ムへ どの 程度 の利 用 可 能 性 が あ るか につ いて

(1)調 査期 日か ら発表 ま での 期 間

(2)調 査 サ イク ル

(3)品 目 の こまか さ

の3点 を 中心 に検 討 す る とと もに,こ れ ら統 計 を需給 情 報 シス テ ムに 効果 的 に 組み こむ に は,

どの よ うに改 良 してい け ば よい の か とい う点 に つい て現 実 に実 行 可 能 な 形 で考 察す る。

例え ば,今 日の 各 種統 計 を み て み るに,そ の時 間性 に おい て も,品 目分 類の こまか さ の 点

に お いて も,パ ラパ ラで あ るた め に整合 性 を とる ことが 出来ず,有 効 な利用 を 計 る ことが 出

来 な い とい う現 状 が ある。

これ らの 観 点か ら,本 研 究 に おい て は,需 給情 報 シ ステ ムの設 計 を 行 な って い く中で,こ

れ か らの社 会 統計 が必 要 とす る

(1)将 来 予想 さ れ る社 会,経 済 上 の 様 々な構 造変 化 に対 応 す る こ とが可 能で なけ れば な ら

な いo

(2)迅 速 性 に富 む もの で なけ れ ば な らな い。

(3)全 体 性か つ 相互 有 機 的 関連 性 が 把握 で きる もの で な けれ ば な らな い。

以 上 の3点 を組み 入れ つ つ 統計 の統合 化へ の方 向を も打 ち 出そ うとす る もので ある。

1.3パ ニ ッ クを予防 す る需 給 情 報 シス テ ム

昨年11月 に千 里 ニ ュー タ ウ ン に端 を発 した トイレ ット ・ペ ー パー,洗 剤 を 始 め とす る各 種

の 物 不 足 は全 国 的 なパ ニ ック状 態 を ひ きお こし,大 き な社会 不 安 を 国 民 に植 え つけ た。

この よ うな事 態 は,こ れ か ら2度 と ひ きお こされ る べ き もので は な く,そ の ため に何 等 か

の 方策 が た て られ なけ れ ば な らな い と考え られ るo

そ こで,本 研 究 に おい ては,昨 年11月 に ひ きteこ され たパ ニ ック につ い て ふbか え って

み ると とに より,そ の原 因,背 景,対 策 に つ い て調 べ る と と もに,パ ニ ックを 防止 す るた め

の 最 も基 本 的 な条 件で あ る
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(1)物 資の安 定 的 な 供 給体 制 の確立.、 一'ご

(2)正 確 な情 報 を迅 速 に収 集 しかつ 提 供 す る こ との で きる 体制 の 確 立!

(3)政 府 と国 民 の 相 互 コミュニケーシ ョンが可 能 な体 制 の確 立`

(∠)価 格 の安 定 化 を計 る ことの で き る体 制 の 確立

以上 の4点 を効 果 的 に遂 行 す る こ とので きる需 給情 報 シス テ ムの 確立 を計 る こ とを 目的 とす

るo

l.4企 業 秘 密 の保 護 と運 用形 態

本研 究の対象 とする需給情報 システムは輸入か ら消費 に至 るまでの各段 階 における企業の

各勧 編 曲 する騨 を必要≒することから・㌣ 巧 ム崎 鱗 剛 胆 項嘱 する・

う.な情 報 につ い て も取 り扱 うこ とに なる。

そのため,こ こで はまず,企 業か らいか にしてその よ うた 情報 を提 供 して もらうか とい
.う

ことについて・ 法的㍊ づけ・ 繍 搬 企業に紛 るメ リ・ト等の情鍵 供 幽 す ラ調 題'

につ呼 敢 て⑭ 鮒 ればな ら勒 とと
'もに それ ら鱗 か ら拙 さ妹:醐 唖 密躍

をい か に して い くの か とい うこ とにつ い て考 え なけれ ば な らな い。

そ れ とと もに,も う一 つ の 問題 と して,本 シ ス テ ムを どの よ うに運用 して い けば 良いの か

とい うこ とが あげ られ る。

す なわ ち,通 産 省 が 直括 的 に運営 す る のか,第3セ ク タ ーを 設 立 し,そ こが 中心 的 に運 営

して い くのか に よ って,取 り扱 う情 報 の 内容,運 用体 制,企 業 秘密 保 護 の 方 法そ の もの ま で

異 な って くる。

そ こで本研 究 に お い て は

(1)企 業 秘 密保護 に 関す る種 々の 問題 点の検討

(2)企 業 の情 報 提 供 に 関す る問題 点 の検 討

(3)本 シス テ ムの 運 用体 制 に 関す る検 討

に つ い て考 察 を加 え る ことに よ り,本 シス テ ムを 効果 的 に 運 用 してい くた め の組織 体制 づ く

り につ い て検 討 す る もの で ある。
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§2.シ ス テ ムの基 本 構 想 と枠 組 み

本 章 では,本 シス テ ム設計 に あた って の前提 及 び方法 論 的特 徴 と全 体 的な シ ステ ム概念 を

説 明す る。

21基 本 性 格

(1)前 提

本 シス テ ム設 計 に 際 して以 下 の4項 目 の 前提条 件 を設 定 した。

日)自 由市場 に おけ る健全 な価 格 決 定 を 基盤 とす る自 由経済 下 で の 安 定 価格 に よる安 定 供

給 を 目標 と し,そ の ため の 良好 な 認定条 件 の確 保 を本 シス テ ム の機 能 とす る。

(11)従 来 の計量 モ デル 等 に み られ る,需 要 予測 を基 本 とす る ア プ ロ ーチを 逆 転 させ,供 給

制 約下 に おけ る 経済 活 動 を,物 資 フ ロー モ デル を用 い て解 析 し,今 回の 石 油 危機 等 の事

態 に有 効 に対 処 しうる 「供 給 志 向 的 シス テ ム」 を設計 す る。

(iil政 府 ・企 業 ・消費 者各 層 へ の情 報 提 供 機 能 の 充 実 に よって,情 報 不 足,コ ミュニケーシ

ョン降路 の『発生等 に よるパ ニ ジク や それ に 随伴す る社会混 乱 を 未 然 に回 避す る こ とを 目

標 とす る。 特 に消費 者へ の情 報 サ ー ビス に も重 点 をお き,従 来 の シス テム に な い効果 を

期 待 す る。

㈹ コ ン ピュー タを核 とす る 高度 の 情 報処 理 技術 を駆 使す る こ とに よっ て,情 報 の収集 →

処理 → 提 供 の 迅速 化 を企 図す る。

'
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② 方 法論 的特 徴

(i)フ ロー モデ ル の 設 定

本 シ ス テ ム で用 い る物 資 の 需 給 構 造 モ デル

は,右 図の 如 き検 討 の 過程 をへ て,

「逆 トリー型 フ ロ ーモ デ ル 」 の 方 法 を と った 。
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㈹ 本 シ ス テ ムは,情 報 を統合 化 さ れた デ ー タ ・ベ ー ス に蓄 積 し整合 的 なデ ー タ管 理 を 可

能 とす る。 こ の ことは,本 シス テ ムが将 来 統計 調査 全体 の 有機 化,統 合 化へ の 里程 と な

る こ とを示 すo

㈹ 本 システ ムで は,既 存 統 計制 度 ・指 定 統計 等 の積極 的活 用 を企 り,重 複 的 な 作業 を 排

して,円 滑 な運 用 体 制 確立 を め ざす 。

2.2全 体的 シ ステ ム概念

本 システ ムの全 体 的 な シ ス テ ム概 念 は 次 図の通 りで

(1)政 策 決 定 シ ステ ム

(2)基 礎 ・生 活 物 資 需 給情 報 シス テ ム

か ら構 成 され る。

本報告書 は,「 基礎 ・生 活 物 資 需給 情 報 シ ステ ム」 を 当面 の 実 現 対策 と し,次 章以 下 で詳 し

く,そ の検討 を 展 開 す る。 本 節 で は,「 基 礎 ・生 活 物 資需給 情報 シ ス テ ム」 の 十全 な活 用,

これを 用 い た適 切 な政 策 決 定 へ 導 くた めの 「政 策 決 定 シス テ ム」 の 概 略 を述 べ る。

(1)段 階 別最 適 政 策採 択 シ ス テ ム

資源 の 最 適 配分 と公 正 な 価 格 決 定 に とって どの よ うな施 策 が 適 当か を,状 況 の 推移,

資源 供 給 制 約 の レベ ル 等 各段 階 別 に評 価 し,政 策 主体 に有 効 なi基礎 資 料を提 供 す る こ と

を 目的 とす る。

♂

●

,
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政 策 決 定 シ ス テ ム

非常緊急 緊急

対策システム 対

段階別

最適政策

採択 システム

戦略
←
代替案

1

戦 略計 画'

シ ミュレ ー ション

経

チ ェ ・

公

表

＼

一.巳

定性
ク情報 基礎 活物資需給

供給情報

企業情報

消費者
情 報

一

ノ

/

＼

消費

需 給 デ ー タ ・ベ ース

各種政策

資源輸入段階

末端小売
～ 消費者

料 辛緋 プ

鐡.生 活物 資 。_モ ニル

基 礎.生 活 物 資 需 給 情 報 シ ス テ ム
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(2)非 常 緊急対 策 シス テム
書

「非常 緊急 対 策 シ ステ ム 」 は,上 記 の 「段 階 別 最 適政 策 採 択 シス テ ム」 に対 して,予 想

し得 ない 非 常事 態が 発生 し社会 不 安や 経済 的 パ ニ ックが起 る可能 性 が 生 じた場合 に,そ の

よ うな危機 的 兆 候 を い ち早 く予 知 し,こ れ に 対 し即 時 非 常 措置 を とる こ とに よっ て事 態 の

早 期 安 定化 を 計 るた め の シス テ ムで あ る。 こ こでは,例 えば,① 非 常事 態 の兆 候把 握 ・警

告 ② 備蓄 物 資の 緊 急放 出③ 緊 急 輸送 ・配 給 な どの サ ブ ・シス テ ムを組 み こむ。

(3)戦 略計 画 シ ミュ レー シ ョン シス テ ム

本 システ ムは,全 体 シス テ ムの 中 で基礎 ・生活 物 資 需給 情報 シス テ ム及 び,重 要物 資 フ

ローモ デ ルに よっ て得 られ た 現 状認 識 と将来 予測 に基 づ き・ 経済 の健 全 性 の保 持 と安 定 的

発展を計 るため戦 略的な経済政策 の立案 に資する ものである。

'

`

(環 鈴

戦 略 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン

シ ス ァ ム

各種経済施策案

重 要 物 資 フ ロー モ デル

政策主体

この シス テ ムに於 て導 出され た幾 つ か の 経済 施策 は政 策 主 体 に提 示され,政 策 主体 は,全体

システムの中の 政 策 決 定 シス テ ム を利 用 し施行 すべ き最 適 経済 施 策 をそ の効 果 に 対 す る適 確

な見通 しを も って,選 択す るこ とがで き る。 また そ の 運用 に 際 して は,同 様 に,基 礎 ・生

活 物資 需 給 情 報 シス テ ムを 利 用 し,柔 軟 か つ適 切 な施 行 が可 能 とな り,本 シ ス テ ムの 完成

を もっ て,需 給情 報 システ ムは,政 策立 案 か ら運 用 に 至 る まで の一 貫 性を 確保 す る ことが

可 能 とな る。

●

■
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⑨

§3.基 礎 ・生 活物 資 需給 情 報 シス テ ムの設計

3.1シ ス テ ム の 全体 構成 と基 本 機能

本 システ ムは国 民 生活 上 重 要 な基礎 ・生 活 物 資の 需 給 に関 す る情報 を 迅 速か つ 統合 的 に把

握 す る こ とを 目的 とす る 全国 的 な物 資 需給 情 報 の ネ ッ トワ ーク シス テ ムの確立 を め ざす もの

で あ るた め に,本 シ ステ ムは

A.シ ス テ ム構 成 としては

① 情 報 の収 集,処 理,提 供過程 へ の 分 解

本 シス テ ムの基 本的 な構 成 は 機 能的 な面 か らみ る と

(i)情 報 収 集 過程 ・

㈲ 情報 処理 過程

(ilD情 報 提 供 過程

以上 の3つ の過 程 か ら成b立 ってk・ り,各 種 情 報は

収集 麺 漸i－ 国 の漣 のプ・セスを経て継 管理されていく・

以 上 の特 徴 を もつ。

B.情 報 処理 形 態 と しては

① 情報 収 集,、提 供 におけ る オ ン ライン 化

消費 者,流 通業 者,企 業 等 との物 資需 給 情報 の収 集 及 び提 供 過 程 に おい て,プ ッシ

ュ ホ ンあ る い は これ に簡 単 な カー ド読 み取 り機 能 を付 加 した 「カー ドダ イ ヤル」等 の

低 価 格 か つ 高信 頼 性 を もっ た機 器 を公 衆 回線 を通 して,全 国8カ 所 に設 置 され た地 方

セ ン ター と直 結 し,オ ン ライ ンに よる 迅速 かつ 確 実 な 情報 収 集 と提 供 を行 な う。

② 処 理の 集 中統合 化

本 シス テ ムは

(イ)メ イン テナ ンスが 容 易 、

(ロ)効 率 の よい フ ァイ ル 管 理

内 処 理 の統一 化

を計 るた めに,消 費者,流 通業 者,企 業 等 に設 置 され た 各 種 端 末機 器 か ら イ ンプ ッ

トされ た 物 資 流 通 情報 は 一 且 中継 セン ター と して の 地方 セ ン ター に収 集 さ れ る が,そ

れ らは即 時 に中央 に設 置 され た 総 括 セ ン ターに 集 中 統合 化 さ れ,こ こで,各 種処 理 を

ほ ど こす こ とに よ り,容 易 に あ らゆ るサー ビス に 対応 で きる よ うに 加工 され る。

以 上2点 を そ の特 徴 として もつ 。
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C.本 シス テ ムの対 象 範 囲 と して は

① 対 象 品 目

本 シス テ ムにお いて は国 民 生活上 重 要 な 基礎 ・生活 物 資 をそ の 対 象 とす る もので,

具 体的 に は 「生 活 関連 物 資の 買 い 占め及 び 売 りお しみ に対 す る緊 急措 置 に 関す る法律 」

及 び 「国 民生活 安 定法 」 等に 指 定 され た物 資 をそ の対 象品 目 とす る。

② 対 象 地 域

本 シス テ ムは,物 資 流 通 に 関す る全 国 的 な情 報 を把 握 す る こ とが 目的 で あ るた め に,

対象 とす る地域 は 全 国 各部 道 府 県 とす る。 特 に,パ ニ ック状態 の お こ りや す い と考 え

られ る大都 市周 辺,団 地 につ いて は 特 別 に 対象 地 域 とし て設定 す る。

③ 情 報 収 集 サ イ クル

本 シス テ ムは,物 資需 給 に 関す る情 報 の 収集 サ イ ク ル と して平 常 時に お い て は週1

回(品 目に よっ て は月1回)を 原 則 とし,パ ニ ック 状態 の よ うな緊 急 時 に おい ては毎

日(品 目に よ って は週1回)の 収集 もで きる よ うに す る こ とに よb,特 に適 切 な対 応

が 必要 とされ る 非 常時 での 迅 速 かつ 正 確 な 情報 収 集 を可 能 とす る もの で あ る。

④ 情 報 提 供者

本 シス テムは 輸 入か ら生 産,加 工,流 通,消 費 にい た る ま での 系 統 的か つ有 機 的 関

連 性 を もっ た物 資 需給 情 報 の 収集 を行 な うこ とを 目的 とする た め に,こ れ ら各段 階 で

'の 業 者 をそ の 対象 とす る
。

以上 を 特徴 と して もつo

D.サ ー ビス 体制 とし ては

① 政 府 と国 民 の 相 互 コ ミュニ ケー シ ョン

本 シス テ ムを運 用す る こ とに よ り苦情 問 合 わ せ 処 理 システ 今(Q/Aシ ス テ ム)

や 各 種端 末 機 器 を 使用 した オ ン ライ ンに よる各 種 の物 資 需 供 の 問 合 わせ,そ れ に 対

す る情報 提 供 を 実 施 す る こ とに よ り

(イ)政 府 と企 業 間 の相 互 コ ミ ュニ ケー シ ョ ン ・チ ャ ネル の形 成

(ロ)政 府 と国 民 の相 互 コ ミュ ニ ケー シ ョン ・チ ャ ネ ル の形 成

を 計 る こ とが で き る。

以上 の特 徴 を もつo

これ ら,特 徴 か ら もわ か る よ うに,本 シス テ ムは 情 報 化 社会 へ の 移 行 に対応 す る高 度

な情 報処 理 技術(ハ ー ドウ ェア,ソ フ トウ ェアを含 め て)を 基盤 とす る総合 的 な需 給 情

一14一
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●

報 シス テ ムを 目指 す もの で あるo

な お,本 シス テ ムの基 本 機 能 は

① 情 報収 集機 能

{2)情 報 処 理機 能

㈲ 情報解析機能

の3つ に分 解 され る。

これ を本 シス テ ムの 構成 と対 応 させ る と,図3-1の よ うに な る 。

3.2本 シス テム の シ ステ ム構 成

本 シ ス テ ムはそ の シス テ ム構成 として は

(i)総 括 セ ンタ ー

(ii)地 方 セ ン ター

㈹ 各 種 の情 報 収 集用 端 末 機 器

の有 機 的 な結合 よb成 る。(.図3「2)
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3.3本 システ ム設計 の基礎

(D本 システムに関与す る社会的機 能体

本 システ ムは,輸入,生 産か ら流通段階 を経 て,消 費にい たるまでの需給 に関する情報 の

総合的,構 造的収集解析 を行 な うもので あるため,本 システムに 関与す る社会的機能は次

の通 りで ある。

A.経 済主体(前 述対象品 目の需給に 関与す る機能)

1輸 入業者 物資購入,販 売及 び在庫 情報

il生 産業者 原材 料,製 品,仕 掛品購 入,販 売,生 産,在 庫情報

ili流 通業者 物資購入,販 売,在 庫情報

iv消 費者 物資 出回り状況及 び購入情 報

B.行 政主体

i物 資需 給に対す る施策 担当機能 行政 情報

li生 産 ・流通 ・消費 に関す る統計担 当機 能……統計情報

(iD収 集 情報 の内容

本 システ ムで必要 とす る各段 階 におけ る情報は次に示す通 りで あ る。

①

②

③

*

*

輸

入

業

者

①

②

③

④

*

*

生

産

者

輸入物資(原 材 料 ・製品とも)品 目別購入量,価 格及 び入荷(予 定)日

輸入物資 品目別在庫量,価 格及 び出荷(予 定)日

輸入物資 品目別在庫量,価 格及 び時点

原材料販売先

購入販売成 約状況(内 容は,上 述①,② と同 じ)

原材 料品 目別助 人量,価 格及 び入荷(予 定)日

製品 品目別販 売量,価 格 及 び出荷(予 定)日

原材 料,仕 掛品,製 品 品 目別在庫量,価 格 及 び時点

最大生産能 力

原材 料及び製品の購入,販 売 先

購入販 売成 約状況

一18一
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寸

-一
① 品目別購入量,価 格及 び入荷(予 定)日

流
② 品 目別販売量,価 格及 び出荷(予 定)日

通

業
③ 品 目別在庫量,価 格及 び時点,・

者 *商 品購入,販 売先,

*購 入販 売成 約状況

① 品 目別購入量,価 格及 び入荷(予 定)日

小
、② 品目別販売量,価 格及 び集計 期間

士
冗
③ 品 目別在庫量,価 格及 び時点

業

老 *商 品購入先(大 口販売先)㌧

*商 品購入成約状況

消 ① 品 目別 出回 り状況,価 格及 び時点

費 ② 品目別購入 数量,価 格 及び購入 日

者
③ 家庭 内品 目別保有(在 庫)量 及び時点

*印 は,'緊 急時 のみ取 り扱 う情 報で あ多 。

これ ら,物 資流通に直接関与する経済 主体の他 に,行 政 主体側 か らも各種情 報が収集 され

るo

① 行政情報 基礎 ・生活物 資需給 に関わ る経済施策 の動 向に 関す る情報

② 統計情報 既存 の政府,自 治 体統計を中 心と して,物 資の生産,流 通ピ 消費に関す

る各種統計情報

㈹ 観測母集団及 び観測 点の設定

本 システムにおい ては,情 報収集可能性,信 頼性 とい う点 か らみて,次 に示 す規準 によ

ってモニ ター数の設定を行な う。"

輸
入
。 輸入業者 全 数調 査 ㌔

生
産
。 生産業者 〃

流
通

。大規 模 流通(卸 売,倉 庫,運 送)業 者 〃

。小規 模流 通業者 地域別層化抽 出

。大規模小売業者(百 貨店,量 販店)

。小規模 小売業 者

全数調 査

地域別層化抽 出

消
費

・一 般 消 費者 。団 地居 住者

。一 般 住 宅 居住 者

団地毎 層化抽 出

地域 別 層化抽 出
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㈹ 逆 トリー構 造 フ ロー モデ ル に よる情 報 の統合 酌 取 り扱 い

本 シス テ ムの 特 徴 と して,輸 入 生産 か ら消 費 に 至 る まで の各 段 階 にお け る 需給 情報 を

統合 的 に取 り扱 う こ とが あげ られ るが,こ こでは,流 通 形態 の モ デル 化の 困難 性,ま た徒

ら なデ ー タベ ース の 肥 大 化 を 避 け る意 味 か らも逆 トリー構造 フ ローモ デ ル に よるデ ー タベ

ー ス に よる各 種 情報 の整 理 ,解 析 を行 な うこ とを企 図 した 。

(〉)情 報 出 力機 能 の 上 で の 特徴

本 シ ステ ム に おい ては,逆 ト リー構 造 フ ロー モ デ ル に よる情報 の統 合 酌 取り扱い を可能 に

す る もの で ある た め,本 シス テ ムの 出 力情 報 と して これ ま でそ の正 確 な把 握が 困難 で あ っ

た以 下 の 各項 の 内容 の 把 握 が 可能 に なる 。

① 輸入,生 産 か ら,消 費 に 至 る ま での 経過 時 間

② 流 通段 階 にお け る滞 留箇所 と量

③ 物 資供 給 機 能の 上 での 制 約 とな って い る箇 所

④ 流通 に 関 す るコス ト

⑤ 原材 料 供 給 に逼 迫 が 生 じた場 合 に,そ れ が製 品の 出回 り状況 に影 響 を及 ぼ す ま での

時 間 の予 測 とそ の影 響範 囲の 想定

ωQ/A(苦 情 処 理)シ ス テA機 能

Q/Aシ ス テ ムは,企 業,消 費者 か らよ せ られ る非 定 型 な質 問 に対 し,迅 速 な 対応 を可

能 とす るべ く企 図 した もの で あ り,CRTデ ィス プ レ イ を 用い,デ ー タベ ース の論 理構 造

を利 用 して,迅 速か つ 柔 軟 な 情報 提 供 を可 能 とす る もの で あ るo

このQ/Aシ ス テム に より,消 費 者,企 業 と,行 政 主 体 の よ り密i接な信 頼 関 係が 醸 成 さ

れ る もの と思 われ るo

ま た一 方,こ のQ/Aシ ス テ ムに よせ られ る各 種 の非 定 型 な 質 問 は,刻 々 ロ ギン グされ,

そ の 質 問内容 を統 計処 理 す る こ とに よ り,本 シス テ ム全 体 機 能拡 充 へ の方 向の示 唆 を得 る

こ とも可 能 とな る意味 で 本 シス テ ムの 自己 学 習 機能 と も言 うべ き,機 能を そ なえ た もの と

言 え るo
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§4.基 礎 ・生活物 資需給情報初期システムの構成

4ユ 初 期 システム の 全体 構 成

初 期 シス テム に おい ては

(i)実 用 性 に富む もの とす る

(ii)立 ち上 りシ ステ ム と して,こ れ か らの段 階 的拡 張 が 容 易 な もの とす る

㈹ 生産 動 態 統計 を始 め とす る各 種 統 計 は で き るだ け利用 す る もの とす る

㈹ 目標 シス テ ム を効率 よ く達成 す るた め の 問題 点 を洗 い 出す こ とがで き る もの とす る。

以上 の特 徴 を も った もの にす る。 そ の ため に地域 的に

(D東 京及 び近県 地域(茨 木,栃 木,埼 玉,千 葉,神 奈川,群 馬)

(11)他 の全 国 各 県

の2つ に分 け,各 々に 異 な った シス テ ムを考 え る こ とに す る。

(D東 京 及 び近県 地 域

東 京 及 び近 県地 域 に おい て は,定 常 的 な各 種情報 の 収集 を行 な うと とも に,デ ー タ収集

体制 の問題 点,デ ー タ収 集機 器 の 問題 点,回 線 使 用上 の 問題 点,デ ー タサ ー ビス 上の 問題

点等 の各 種 問題 点の 洗 い 出しを 行 な う ことに よ り,目 標 シ ス テ ム完成 の た め基礎 資 料を提

供 す る。

㈲ 他 の全 国各 県

こ こで は.全 国各 地 の需 給 情 報 の定 常的 な 収集 を 安定 的 に行 な うこ とを 目的 とす るだ め

に,各 種 問題 点 の生 起 しに くい シス テ ム とす る。

次 に,初 期 シス テ ム構成 図 を 図4-1に 示 す 。

4.2初 期 シス テム の 内 容

ここで は,4初 期 シス テ ムを 実施 して い くた め の具 体的 な内容 に つい て 考察 す6。

(1)対 象 品 目

(i)基 礎 物 資… … …塩 化 ビニ ル樹 脂

㈲ 生活 物 資 … … …合成 洗剤

以 上2品 目を取 り扱 うこ とにす る。
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図4r1 初 期 シ ス テ ム 構 成 図
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寸

(2)対 象地 域 ・s

2品 目に つ い て,輸 入 か ら消 費 まで全 国 的 な 規模 で考 え て い く。 特 に 人 口3-0万 以上 の

都 市82,主 要 団地953に つ い ては 全 数 調査 とす る。'

(3)デ ー タ収 集 サ イ ク ル

通 常 は 基礎 物資 につ い ては1カ.月1度 程 度,生 活 物 資 につ い て は1週 間 に1度 あ るい は

毎 日 とす る。

4.3収 集 サ ン プルサ イ ズの 決 定

こ こで は,情 報 の 正確 性 信 頼性 を極 力保 持 す るため に,生 産 段 階,1次,2次 流 通段 階vak・

い て は 全数 調 査 を行 ない,末 端 小 売段階,消 費 段階 に お い て は(1)地 域 別,(2)団 地,一 般住 宅

別 に よっ て 層化 抽 出 に よるサ ン プ リングを 行 な った 。

(D塩 化 ビニ ル樹 脂 ・

石油精製 15事 業 所

石油化学工業 15事 業 所

塩 化 ビニ ル(モ ノ マ ー) 18社(生 産動態 統計 では21事 業 所を対 象)

塩 化 ビニ ル(ポ リマ ー) 19社(生 産動 態統計 では46事 業 所を対象)
A

`

第1次 店 90社
A

第2次 店 90社

一次加工業 者 2～300社
一

初 期システムにおいては,以 上の ものについては全数調査を行 な うもの とす る。

㈹ 合 成 洗剤

層 化 抽 出 に よる サ ンプ リング サ イ ズ の決 定 法 を用 い て,卸 売 業者,小 売店,消 費 者 につ

い て は そ の サ ン プル サ イズ を 求 め,他 の段 階 につい ては 全 数 調 査 とす る 。'

石油精製 4社 卸売業者 1160業 者

石油化学工業 4社 百貨店 601店

油脂 メー カー 10社 小売店 1508店

トリポ リリン酸 ソーダメーカー 9社
〆

消費世帯
L

1538世 帯

合成洗 剤 メー カー 180社 30万 以上 の都 市 82都 市

商 社 10社 団 地 953団 地
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4.4デ ー タ容量 の算 定

ここで は,各 段 階 にっ い て の基 本 変数 に基 づ い て,デ ー タ算 定 用 の主要 項 目 を作成 し,そ

れ に基 づ いて,4.3の 各 々 の サ ン プ リン グ数 に従 って デ ー タ容量 の 計算 を行 な った。

(i),塩 化 ビニル樹 脂

必要 ファ イル容 量3.2Mバ イ ト

川)合 成 洗剤

必要 フ ァ イル 容量2Mバ イ ト

但 し,1ワ ー ド4バ イ トと して計 算 す る。

以上 よ り1回 の デ ー タ収 集 に おい て,フ ァイル容 量5.2Mバ イ トを必 要 とす る ～二とを 示

してい る。

更 に時系 列 デ ー タに よっ て,こ のt倍 とな る。例 えば,1週 間 に1回 デ ー タ収 集 を 行 な

う・とす る と,1年 を60週 として,1年 間 に必 要 な フ ァイ ル必要 量 は

=312Mバ イ ト

÷300Mバ イ ト 程 度 とな る 。

4.5情 報 収 集 機器 の 検 討

ここで は,初 期 シス テ ム に おい て,各 段 階 に おけ る情 報 提 供者 よ り,情 報 を収集 す るの に

必 要 な収 集 機 器 につ いて 比 較検 討 す る ことに よ り,本 シ ス テ ム におい て有 効 と考 え られ る収

集 機 器を 提案 す る。

情 報源 か らの 入 力方 法 と して は 次 にのべ る ものが 考 え られ る。

(1)マ ー ク カ ー ドに よる もの

㈲ 通常 電話 に よ リモ ニ タ ーか らの 口頭 情報 を オペ レー ター が キrイ ンす る もの.

⑪ プ ッシ ュホ ンに よ るモ ニ ター か らの直 接 伝 送

㈹ カー ドダ イヤ ル に よるモ ニ タ ーか らの 直接 伝送

(V)専 用 端末 に よる モ ニタ ーか らの直接 伝 送

⑯ プ リン ター ホン に よる モ ニ タ ーか らの 直接 伝 送

M】 モ ニ ター側 に 設置 さ れ た デー タ端末 装 置(TELEX,イ ンテ リジ ェン トター ミナ ル)

か らの伝送

(iv)(V)は 特 に 本 シス テム用 に新 た に検 討 され た もの で,本 シス テ ムが必 要 とす る多 数

の モ ニ タ ーの 情報 を 迅速 に 収集 し,か つそ の情 報 の 正 確 性 を確保 す る こ との で きる もの で あ
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る。 ま た機 器 コ ス トは 安 価 で,モ ニ タ ー側 の 労 力 の 負 担 が 少 な く本 シ ス テ ム運 営 上 も,メ ン

テ ナ ン ス 等 が 容 易 で あ る べ く考 慮 さ れ た も の で あ る 。

次 に,カ ー ドダ イ ヤ ル,専 用 端 末,プ リ ン タ ー ホ ン を 図4〒2,図4-3,図4-4に 示

す 。

`

、
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〆 .カ ー ド ダ イ ヤ ル
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専 用 端 末 機(数 値 表 示 あ り)
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4.6情 報収 集 機 器 の選 択

ここで は,生 産 業 者 か ら消費 者 まで の各 段階 にお いて 使 用 可能 な機 器 を列 挙 し,そ の 中で

特 に望 ま しい と思 わ れ る もの を提 示 す る。(表4二1)

4.7ア ウ トプ ッ ト帳 表 の設 計

各段 階 に おけ る種 々の情 報 源 か ら収集 され た物資 の需 給 情 報 は プ本 シス テ ムにお い て,整

理,加 工 されて,各 種 情報 サ ー ビス に応 じられ る よ うに備 え られ る。

ここで は,以 上の プ ロセ ス を経 て整 理,加 工 され た基 本情 報 で あ る,物 資 の購 買状 況,消

費状 況,流 通 状 況等 を具体 的 な ア ウ トプ ッ ト帳 表 と して設 計 した。

4.8初 期 シス テ ム機 器 構 成 と コス ト見 積 リJ:

ここでは,以 上展 開 して きた初期 シス テ ムの 内容 にお いて 明 らか にされ て きた需 給 情 報 シ

ス テ ムを具 体化 す る場 合 の初 期 シス テ ム機 器構 成 及 びそ れ に基 づ いた コス ト見積 り及 び初 期

システ ム導入 ス ケ ジ ュ ール に つ い て述 べ て いる。
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表4.1情 報 収 集 機 器 の 選 択

情 報 収 集 機 器

TELEX
生

産 エNTE]」LエGENTTERM工NAL

業 プ リ ン 、タ ー ホ ン

者
BDPシ ステ ムか らの連 携

TELEX

大

輸 規 INTE工 」LIGENTTERMIN .AL
`

入 模
◎ プ リン タ ー ホ ン

●

流 TELEX、

通

業

者

小

規

模

INTEL]三 王GENTTERMINA工 」

工)USH工)HONE

◎ プ リ ン タ ー ホ ン

百 ス
TELEX

小 貨1, 工NTELL工GENTTERM工NAL

店1
◎ プ リン タ ー ホ ン

士
冗

PUSHPHONE

業 零
細 通 常 のTELEPHONE

者 業
者
◎ カ ー ドダ イ ヤル,専 用端 末

マ ー ク カ ー ド

PUSHI)HONE

消

通 常 のTELEPHONE
費

◎ カー ド ダ イヤ ル,専 用端 末
者

マ ー ク カ ー ド

曲 ◎印は特 に望ま しい と思われ る機器 を示す。
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§5シ ス テ ム 運 用 上 の 基 本 問 題

本 章 にお い ては,基 礎 ・生 活 物 資需 給情 報 シス テ ムを実 際 に運 用 してい く際 に考 慮 しなけ れ

ば な らない い くつ か の基 本 的 な 問題 点 につ ρて検討 す る こ とに より,本 シス テ ムを よ り効 果 的

に運 用 してい くた め の 内部 及 び外 部 環境 の整備 を行 な うこ とを 目的 とす る。

5.1シ ステ ムの 運 用組 織

(i)運 用形 態 の検 討

本 システ ムの運 用 上,最 大 の問題 は,正 確 なデ ー タの収 集 体 制 の確 立 の成 否 にあ る。

特 に,企 業 に関 す る デ ー タは,い わ ゆる企業 秘 密 に属 す る もの が多 い。 これ らを円滑 に

収 集 す るた め の本 シス テ ムの運 用形 態 に は

(1)マ 久 ロ的 運 用 形 態(通 産 省直播 方 式)

(2)ミ ク ロ的運 用形 態(第 三 セ ク タ ー方 式)

の二形態が考 え られる・(1)は ・主 として・政策主体側 の琴求 を満足 す只 只 目標 とL・

デ ータの収 集 につ い て も・法的義務付け,政 策 的誘 導 を主 体 とす るT・.(2)はtS傘 業 及 び業 界

団 体 を も設 立 主 体 に加 え た第 三 セ クタ ーに よって,シ ス テ ム を運 用す る もので`消 費者

情報 等,企 業 側 に マ ー ケテ ィ ング関連 情 報 を提 供 す る とい う対 価 に よって,円 滑 な デ ー

タ収 集 を確 保 し よ うとす る もの で ある。両 者 の 区分 は,種 々の観 点 でφ差 異 を生 じるが,

これ を一表 に と りま とめ れ ば,次 表 の通 りで あ る。

(マ ク ・的 運 用) (ミ ク ロ的運 用)

シ ステ ムの主眼 需給動 向の把握 と物不足等

緊急事態 の回避

左 記 に,企 業 の マー ケテ ィ ング

情 報 の収 集 を村 方日

物質 の品 目分類 合 成 洗 剤,ト イ レ ッ トペ ー

パ ー等 使 用価 値 的基 準

個 別 ブ ラ ン ドま で 分 類 ・,

運 営 主 体

A

通産省直播 企 業 か らの 出資 を含 む第3セ ク

,ター設 立

関連業 界 との提携 協 力体制 の確保
、

緊密 なるを要 す

情報 提 供 サ ー ビス 物 資 の需 給 バ ラ ンス を主 と

す る マ ク ロ的物 資情報

個 別企 業 の マ ー ケ テ ィン グ情報

(各 ブ ラ ン ドの需 要 動 向 を加 味

す る)

シス テ ムの規 模 比較的小規模 大 規 模

消費者 側 の メリット 両 者 基 本 的 に 同 質
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(ii)運 用組織

前記 二 つ の運 用形 態 に即 して,各 々の組織 案 を次 に示 す 。 基 本 的 な組織 構 成 は 同一 と

す るが,運 営 主 体 の差 異 が,各 種 委 員会 の構 成 及 び組 織 の規 模 に反映 され た もの となろ

う。

通産省直括案

実

務

要

員

1

総 括 本 部

(本 省 内)

(総 括 セ ン ター)

<

運営

瞳/
学l

lI

実 施 本部

(東 京通産 局)

(地 方 セ ンター)

実 施 本 部

(イ山台 通 産 局)

(地 方 セ ン ター)

実 施 本部

(福 岡 通 産 局)

(地 方 セ ン ター)

r∈ …一

璽 爵. 麿⑳ (地織s一

A

B

総 括本 部要 員(本 省 内)

・集 計 ・解析 担 当

・コン ピュ ー タ要 員

・PR担 当(行 政 向 ,民 間 向)

・照会,検 索 シ ス テ ム維 持要 員

実 施本 部要 員(全 国8本 部)

・デ ー タ収 集 担 当

(

運営委員会

月 産省(調 統関連原局)1関 連省庁

学識経験者

寸意凝

・コ ン ピ ュ ー タ要 員

・モ ニ タ ー 指 導 員

＼・照 会 シス テ ム要 員(Q/A)

消費者 モニター

小売業 モニター

企業(事 業所)

地 方 自治体統計所管部

一32一
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第 三 セ ク タ ー 案

ー

ω

ω
1

地方センター

(各 通産局所管

区域 と対応)

総 括 セ ン タ ー

(東 京)

政 府

関連業界

に灘㌧一 一)
(統 計担当官,電 々公社,学 識経験者)

騰 欝 驚㌔ 已一、.

(・一 般的動 向の聴取)

A.総 括 セ ン タ ー

実

務

要

員

・総 務

。集 計 解 析 担 当

・,PR,デ ー タ ・ザ ー ビ ス 担 当

政 府 ・『行 政 庁 向 け デ ー タ検 索 シ ス テ ム 要 員

{企 業 向 けデ ー タ ・サ ー ビス消 費 者 一 般 向 け サ ー ビス

(刊 行 物 ・TV等)

関連 企 業

マ ー ケ テ ィ ン グ 所 管 部 、『
一ーー マスコミ

B.地 方 セ ン タ ー

実
務
要
員

。総 務

。 デ ー タ・収 集 要 員

。 コ ン ピ ュ ー ク要 員

。モ ニ タ ー 指 導 員

。照 会('Q/A)シ ス テ ム要 員

。 消 費 者 モ ニ タ ー

{
。企 業(事 業 所)

。小 売 業 モ ニ タ ー

。 コ ン ピ ュ ー タ要 員

。照 会 ・検 索 シ ス テ ム維 持 要 員



5.2企 業 秘密 の 保 障 と運 営体 制

本 シス テ ム運 用 に あ た って,企 業 秘 密 の保 護 は不 可欠 の条 件 で あ る。 企 業秘 密 保護 に関 し

て,本 シス テ ムでは,

(1)デ ー タ提 供 の 法的 義 務付 け と

(2)デ ータ提 供 者 向 け特 別 情報 サ ー ビ ス

とい う二方 向か らの ア ブ ・一 チ の適 切 な組 合 み合せ に よって,効率 的な運 営 体 制 の確 立 ・維 持 を

企 る もの とす る。

個 別 企業 の秘 密 保持 を裏 づけ る もの と しては

(1)法 制 上の機 密保 護 に 関 す る措 置 と

(2)デ ー・一夕 ベ ー ス管理 技 術

とい う,法 的 及 び技 術 的 な基 礎 が 考 え られ る。本 シス テ ム では,デ ー タ ベ ー ス に よ る デ

ータの集 中管 理 を行 な うとい う点 で ,情 報処 理技 術面 での 秘 密 保 障 は,十 全 を期 し うる。 従

って,法 的措置 の制 定 が,当 面 の課 題 となろ う。 これ らの 問題 点 の連 関 を図式 化 す れば,

次 の通 りで あ る。

■

⇔

運 営 体 制 確 立 へ の 方 法

⑧
↓
運営

体制 〉

個別企業の

秘 密 保持
ノ

法制 上の

機密保護 に

関す る保障

裏 づ け

fU・cr

データ提供 の

法的義務付け

(統 計法等)

ペ
デ 一夕提供者 向け

特 別 情 報

サ ビ

＼ デー。./
業種別等 での

二 方法 の適切 な

組合せ
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4

5.3パ ニ ッ クの現 状 分 析 と対 応 策

こ とで は,昨 年11月vak・ とっ たパ ニ ッ クにつ いてふ り返 って み る こ とに よ りそ の原 因,

背景,対 策 な どに つ いて調 べ,今 後 との よ うなパ ニ ッ ク状況 を ひ きお こさ な いた め の需 給情

報 シス テ ムの ある べ き姿 につ いて検討 す る。

本節 におい て は

(i)パ ニ ックの発 生場 所及 び発 生状 況

(の 背 景

⑩ 波及過 程

細 政府 の対 応

以 上 につ い て検 討 す る ことによ り,パ ニ ックを防止 す るた め に

(V)パ ニ ックを防 止 す る方法

① 価格 の安 定r .'

② 正殿 情報の提供 ・∴ 一

③ 物 資 の安 定 的 な供 給

以 上3つ の点 が 実 行 され な けれ ば な らぬ ことを結論 づけ た。 一

この よ うな点 に対 し,本 シス テ ムは輸 入 か ら生産,流 通,消 費 に い た る各 々ρ段階 に おけ

る物資の需給状況を正勧 つ迅速に把握することを可能にするためち それ峰 ついた早期

の対 策 を考 え て い く ことが 出来 るた め に.、

① 価格 の安 定

② 物 資 の安 定 的 な供 給

とい う2点 につ いて は,本 システ ムの実際 的運 用 が為 され る こ とに よク,著 しひ 改善 が なさ

れ る.と考 え られ る。.

特 に,マ ス コ ミ と呼 ば れ る媒体 は一 方 で は パ ニ ッ クの 醸 成 の働 きをすゐ ど ど もに ㍉二 方 で

は社 会不 安 の防止 を も果 た し得 る もので あるたや・之 こに正 確 な情 報 の提 供が 要求 され る。

この点 につ いて も本 シス テ ムの運 用 は,正 確 な情報 の提供 とい う うえ か らみ て.も大 きな働

きを す る と考 え られ る 。 .・.

5.4既 存統 計 の利 用可 能性 に つい て の検 討

こ こでは,今 回政府 の 各省 庁 が 実 施 して い る各種統 計 の 中 で,本 シス テ ムへ の利 用 が 可能

な もの を選 び出 し,そ の利 用 可 能 性 と限 界 性及 びそれ らを本 シス テ ムに効果 的 に組 み こむ に

は どの よ うに改 良 して いけ ば よいか とい う点 につい て現実 に実 行 可 能 な形 で考 察 す る。

一3-5一



本 シス テ ムにお い て必要 とされ る

(1)品 目の きめ こま か さ

(2)迅 速 性(少 な くと も月 に1度 は 実施 す る もの)

とい う点 か ら既 存統 計 を み てみ るに

輸入段階 においては

生産段階 においては

流通段階においては

小売段階においては

消費 段階 にお・いては

日本外国貿易統計

生産動態統計

商業動態統計

小売物価統計調査

百貨店販売統計調査

商業動態統計

家計調査

以 上を考 え る こ とが 出来 る。

そ こで,こ こでは以 上のべ た各 々の統 計 につ いて 次の諸 点 を 中心 に検 討 を行 な う こ とに よ

り,本 システ ムへ の利 用可 能性 につ い て調 べ た。

(i>利 用 可能 時点

(ii)利 用可 能 品 目

側 利 用可 能変 数

⑩ 利 用 可能 サ ン プル

M本 シス テ ムへ の改 良点

以 上の検 討 の結 果,既 存統 計 を実 現 可能 な範 囲 で可能 な限 り改 良 して も,本 シス テ ムの必

要 とす る情 報 を得 るに は きわ め て不 十分 と言 わ ざる を得 ない 。そ して,こ の こ とは必 要 情 報

を収集 しよ うと考 え る限 り,本 研 究 で提案 す る シス テ ムの採 用 が 望 ま しい こ とを示 して い る。

5.5逆 トリ・一一型 フ ローモ デ ル の作 成 方 法

こ こでは,本 シス テ ムが 必要 とす る情報 を収 集 す る うえ に お い て主 要 な役割 を果 た す逆 ト

リー型 フ ロー モデ ル の作 成方 法 に つ い て検討 す る。

(D逆 トリー型 フ ローモデ ルの 作成 手 順

逆 トリー型 フ ロ ー モ デ ル の 作成 手 順 を チ ャー ト化 す れ ば 次 の通 りで ある。

一36一

,

'



1

2

3

4

5

対象製品

の選定

対象製品 の

流通経路 の

調査

流通経路 での

段階別 サ ンプ

ル数 の決定

対 象製 品

メ ー カー の

洗 い 出 し,

サ ン プル数 の 決定

生産方法

の調査

↓ }

(一 次卸 ←二 次卸 く一小 売 ←消費 者 な ど)

(消 費者,小 売,卸 売等)

ク リテ ィ カ ル フ ァ ク タ ー の検 討

(後 述)
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12

ク リ テ ィ カ ル

フ ァ ク ター の

選 定

生 産 ・流通 を

各 ク リティ カル フ

ァ ク ターにつ いて

遡 及

各 ク リテ ィ カル

フ ァ クターの

流通 経 路 調査

流通経路 での

段階別

サ ンプル数 決定

ク リテ ィ カル フ

ァ クタ ー の メ ー

カ ー の洗 い 出 し

各 クリティカル フ

ァ クター の生産

方法 の調 査

ク リ テ ィ カル

フ ァ ク タ ー の

選 定

輸 入 原材 料 ・一

次産 品 に到達

(逆 トリーの完 成)

一38一

(原 材 料,動 力,燃 料,設 備 等

中間製 品)

(原 材 料 の供 給 ル ー ト,

メー カー,商 社 の系列 化 等 を

調査 ・分析)

ク リテ ィ カル フ ァク タ ー の検 討

(後 述)

¶



(ii)ク リテ ィ カルフ ァク タ ー の選定

ク リ テ ィ カ ル フ ァク タ ー を抽 出す る 目的 は,特 定 の対 象製 品 の生産 に関与 す る全 物

資 につ いて投 入 資源 ま で さか のぼ って モデ ル化 す る こ とが,経 済 構 造 の実 態 をほ とん ど

そ のま ま写 し取 る とい う結 果 とな り,そ の作業 的負 荷 と,モ デ ル の 膨 大 さ か ら く る 記

憶 容量 の大型 化 とい うコ ン ピュー タ ・サ イ ドの問題 に よって,非 現 実 的 で あ る とみ な さ

れ る とい う点 に立 脚 して い る。 ま た,本 シスデ ムの 目的 が対 象 と した製 品 の 円滑 な供 給

に ある点 に照 ら して,こ の よ うな完 全,精 緻 な モ デル 化 に よ って得 られ る情 報 が,そ の

コ ス トに比 して,余 り有 効 ・有益 な もの とは な らない こ とも挙 げ られ る
。 そ こで,各 生

産 段階 で の生産 方法,技 術 の検 討 の 中か ら ク リテ ィカル フ ァ ク ターを抽 出 して ゆ くわけ

で あ るが,そ の際 考慮 す べ き点 は以 下 の通 りで あ ろ う。

ク リテ ィカル フ ァク ターの選 定 要 因(調 査 項 目)

① 原 材料(中 間 製 品)の 入 手 可能 性,代 替性(不 可 欠性)

② 、動 力 ・燃 料 の 〃

③ 生産 関数(生 産 原 単 位)

④ 生産 設 備

Oij)逆 トリー構造 に よる フ ロ ーモ デ ルの例

次 の 図に ライオ ン油脂 を端 点 と した 逆 トリー型 の フ ロ ーモ デ ル を示 す。

一3
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逆 ト リ ー フ ロ ー モ デ ル 例

(洗 剤 を 例 に と っ た 場 合)

ー

』

O
l

(ア ルキルベ ンゼ ン)一 三菱 商事 →一(ア ルキルベンゼン)一 一 三菱油 化

昭和四 日市

(ナ フ サ)一 石 油

(ア ルキルベ ンゼン)一 三井 物産 一一(ア ルキルベンゼン)一 日石化学 一(ア ルキルベンゼン)一 日石洗剤

(ア ル キルベ ンゼ ン)一 〉 稲畑 産業 一一(ア ルキルベンゼン)→ 一住友 化学 →一(ア ルキルベンゼン)一 一 日 本
ア トランティック

(高 級 ア ル コ ー ル)

オ キ ソコーノレ

(高 級 ア ル コ ー ル)

タ・イヤ ト・一ル

日産石油化学

化成水島

(ノ ル マ ル オ レ フ イ ン)

一 次 店

ライオ ン事 業 部

流通 段階

(ブ ルー ダイヤ)

(ハ イ ト ッ プ)

(ダ ッ シ ュ)

(ス パ ー ク)

(ブ ル ーチャイム)

(α ・オ レフ イ ン) 三菱化成

(α ・オ レ フ イ ン)

(ト リポ リ燐 酸 ソ ー ダ)

(芒 硝,ケ イ酸 ソーダ,

〔生 産 段 階 〕

日本 ビル ダー

日産 化学

セ ン トラル硝 子

三井 東圧

住 友化学

日本化学

燐 化 学

CM¢ θtc)

→

(燐 鉱 石)一 一一←(モ ロ ッ コ ・7ロ リタ㌔

ク リス マ ス)

◎



5.6問 合 せ苦 情処 理 シス テ ム(Q/Aシ ステ ム)

本 シス テ ムは 今 回 の物 不足 騒 動 の際 の経 験,即 ち関連 行政機 関 及 び 主婦 連 等 消 費者 団体 等

に対 す る購 買者 か らの× 量 の問合 わせ,苦 情'(主 と して電 話 忙 よる)の 氾 濫 とい う事 実 に鑑

み,こ れ らに対 応 す べ きQ/Aシ ス テ ムの導 入 を企 図 した。 このQ/Aシ ステ ムは,本 シス

テ ムの 中核 体 で あ る デ ー タベ ー ス を 背 景 と し,こ れ へ の検 索 シス テ ム を主 体 ど して構 成 さ

れ るo'』 ・ 一:r・ 一

即 ち,主 と して消 費者 及 び企 業 か らの 問合 せ に対 してQ/Aシ ス}ム オ'ペ レ ータ ーは 該 当

す るデ ー タを デ ー タ ベ ー ス よ り即 時 的 に 検 索 し,こ れ を解 答 とす る とい う方 法 で,従 来 の

紋 切 り型 の返 答 や,印 象 的 見込 み の表 明 とい っ た極 め て不確 定 な応答 に一よる 消費者 心理 を

「逆 か な で」 し,か え『って,逆 効 果 が 生 ず る とい うよ うな事 態 を解 消 す る具 体 的 な デ ー タを

もって情 報 要 求 を満 足 さ せ る とい う新 しい質 問 苦情 処理 シ ステ ムへ の移 行 を意 味 してい る。

このQ,/Aシ ス テ ム につ い て の シス テ ム構 成 図 を次図 に示 す。
`

収 集 シス テ ム

Q/Aシ ス テ ム構 成 図

'シ
ス テ ム運 用 セ ン タ ー

情 報 サ ー ビス セ ン タ ー

CRT

disp■ay

魯

R

シ ス テ ム

(定 型質問)1

0

罐ブ

D.B

upda七e

シ ス テ ム

/♀ 、

問合 せ状況 非定型質問

統 計 リス ト

尖端情報

.ニノで

ー

」
コ一

〇
二》一

一 一?

ト「⑭(非 定型質問の

直接 回答)

○

」.ヨ 、∋

専門担当官

一41一



§6シ ス テ ム 開 発 に よ る 政 策 効 果

こ こでは,本 シス テ ムを運 用 した場合 の政 策効 果 を経 済 的,社 会 的,政 治 的 な効 果 に分類 し

て述 べ て い くこ とにす る。

6.1経 済 効 果

本 シ ステ ムの稼 動 に よっ て,得 られ る国 民経 済 的 な意味 合 いで の効果 は,適 切,迅 速 な基

礎 ・生 活物 資 の需 給 対 策 の立案 実 施 を行 な うこ とが 出来 る所 に ある。

具 体 的 には

① 物価 高 騰 の抑 制

本 シ ステ ム に よ る物 価抑 制効 果 を図式 化 す る と次 の よ うに な る。

価格 上昇 パ タ ー ンの比 較

A

価

格 パ ニ ック /(従 来 の価 格高 騰 パ ター ン)

↑

騰
貴

要

因
の
発

生

〃
高位安定

過 剰生産 に よる
値 くずれ

/・/均 衡価格(離)

均衡価格(低 位)

＼(本 シス テ ム導 入後 の価格 推移 パ ター ン)

↑
均
衡

水
準

の
達
成

この こ とは物価 高騰 の抑 制 として

⑤ 備蓄 放 出 に よる騰 貴 発 生 の抑 止 。

⑤ 生産 量 の適 切 な調 整 に よる な だ らか な価 格 の 上昇(パ ニ ック発生 の抑 止)。

◎ 均衡 価格 へ の早期 移 行,価 格 の安 定 。
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⑥ 均衡 価 格 の相 対的 低 位 化。'``

以 上4つ を挙 げ る こ とが 出来 る こ とを示 して い る。

ま た物 価 指数 へ の影 響 と して^

◎ 物 価 指数 の 高騰 抑止 を挙 げ る こ とが 出来 る。 ぷ

価
格

従 来 の パ ター ン

＼⇒

物価指数

㌘
本 シス テ ム導 入 に よる パ ター ン

② 資 源 の有 効 利 用,最 適配 分 の促進

本 シス テ ムの運 用 に よって前 述 の ごと く,適 切 な価 格決 定 を確 保 す る こ とに よ って,資

源 の最 適 配 分 が促 進 され る とと もに,本 シス テム の根 幹 とな って い'る物 資 流通 の フ ・一モ

デル に よ るデ ー タ解 析 に より,社 会厚 生 的 な観 点 か らの資源 の優 先 的 な配 分 も可能 とな る。

具 体 的 に は

⑥ 所得:購 買機 会 等 の格差 に よる生 活物 資 入手 におけ る不 公 平 の抑 止

本 シス テ ムの稼 動 に よ り図 に示 さ れ て い る ご と くプ階 層 別 の資源 配 分 の歪 み を防止 す る

こ とが 可 能 にな る。
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階 層 別 の 資 源 配 分 の 歪 み

購
入
量

必要量

買 だめ
(高 所得者等)

　
仮 需 要 〔=二'

/乙'/
/

＼〆 曙
入躍 ＼

(低 所得者等)

本 システム稼動後
の状態

一 パ ニ ック

◎ 需 給 バ ラ ンス の確 保

平常値

供給対策 の立遅 れ

産

＼

生

"

＼

×
/

本 シ ステ ムは 迅速 な情 報収 集,解 析 を可 能 に す る もの であ るた め に,タ イ ム リーな政

策発動 に よ り,図 の よ うな需 給 の ア ンバ ラ ンス を生 じさせ る こ とな く,正 常 な需 給 関係

を保 つ こ とを可 能 とす る もの で あ る。

③ 産 業 構 造 転換 へ の貢献

今 日の社 会状 況 は,従 来 の エ ネル ギ ー多 消 費型 の工 業 化 社会 か ら,省 資 源,省 エ ネ ルギ

ー型 の脱 工 業 化社 会 へ の脱皮 を計 る こ とを必 要 と してい るが,本 シ ス テ ムは,こ の よ うな
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産業 構 造 の転換 を行 政 的 に円滑 に誘 導 す る た めの基 礎 的 な資 料 を提 供 す る とい う点 で も,

長 期 的 な視 野 か らの貢 献 が で きる と考 え られ る。

④ 流 通 機 構 の近 代 化

本 シス テ ムは,フ ロ ーモ デ ル を中核 と して,各 物 資 の輸 入,生 産 か ら,消 費 に至 る流通 過

程 を系 統 的 に把握 す る こ とを可 能 と して お り,こ れか ら得 られ た情 報 に基 づ き,流 通機構

近 代 化 への適 切 な政 策立 案 と,そ の実 施後 の効果 の迅速在測定 が可能 となる。

6.2社 会 的 効果

本 シス テ ムの適 切 な運 用 は,物 資 の安 定 的 な価 格 に 干る.円滑 な供給 に よって,い た ず らな

消費 者 心 理 の動 揺 を未然 に防 止 し,パ ニ ッ クの抑 止 に貢献 す る。 ま た,後 記 の政府 と国 民 の

コ ミ ュニ ケ ー シ ョ ン ・ チ ャネル の一 環 と して社会 不安 の抑 止 と解 消 に 貢 献 す る もの とな

るo

今 次 の経 験 に よるパ ニ ソクの発 生 →鎮 静 の過 程 と本 シ ス テ ム稼 動 時 に期 待 さ れ るパ ニ ッ ク

抑 止 の効果 を対称 的 に図式 化 す れ ば次 の二 図 の様 で あ ろ う。
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パ ニ ック発生 ・収 拾 過程(従 来 の経 過)

一
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消費者行動
－r≡)

不 安 感 の

増 大
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本 シス テム に よるパ ニ ッ ク抑 止過 程
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6.3政 治的 効果

本 シス テ ムの運 用 に よ って もた らされ る政 治 的 な効果 と しては特 に次 の二点 が重 要 で あろ

う。

① 政 府 と国 民 との間 の コ ミュ ニ ケ ー シ ・ン と信 頼 の確 保

本 シス テ ムの第3の 政 策 効果 は政 府 と国 民 との間 の コ ミュ ニケ ー シ ョン を強化 し,政

府 に対 す る国民 の信 頼 を確 保 す る こ とに大 き く貢 献 す る とい うこ とで あ る。

本 シス テ ムは消 費 者 の要 求 に応 じて,適 格 な生 活 物 資 に関 す る情 報 を提 供 す る し,ま

た消費 者 の不 満 や苦 情 を吸 上げ,こ れ を政策 に反 映 させ る ことを狙 い と して い る。

② 統計 ・調査 シス テ ムの抜 本 的改 革

本 シス テ ムの副 次的 な政 策 効 果 と して,第4に 統 計 調 査 シ ス テ ム の抜 本 的改革 の突

破 口を作 る とい うこ とで あ る。 本 シス テ ムは複 合 的 ・有 機 的 な経 済情 報 収 集 シス テ ム と

して設 計 さ れ てお り,か つ最 新 の 情報技 術 を フルに と り入れ て い るの で,経 済 情報 の複

合 化,迅 速 化 を可能 に し,こ れ は正 に い ま まで の伝 統的 な統 計 調 査 シ ステ ムの根 本 的 な

変 革 とい え る 。

`
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⑱

6.4本 シ ステ ム導 入 に よ る政策 効 果 の例 示総 括 表

従 前 の 経 過 本 シス テ ム稼動 の効 果.

供給制 約 による 思 惑的 値 上げ等 に『よ る 合理的均衡価格へ のなあ らか か

価格上昇 物価狂乱状態 一 移行

需 給 バ ランスの 情報不足 に よる緊急施 迅速 な情 報収集 ・解析「どよぶ遣

直
調整 策 発動 タ イ ミン グの ズ 確 な施 策 で需 給 バ ラ ンス を維持-

レ か ら,需 給 不 均 衡 の ー'、 ・ 「 三

ノ

接 発生
一

.

的

生活物 資配分の

公正

所得格差 ・購買機会 の

格差に よる各層 間へ の

パ ニ ッ ク状 態 の回避 に よ り,平 ・

常 時 と等 しい公正 な配 分維 持1

効 不公平 な配分

パ ニ ッ ク ・社 会 価 格暴 騰 ・品切 れ に よ なだ らかな均衡状態へ の移 行 に

果
混乱 の抑止 る パ ニ ッ ク激 成' よ る パ ニ ッ ク の 回避i4

政 府 ・国 民 間 の 双方の情報不足 による 組 織的 情 報収 集 と,‥q/Aシ ス

コ ミ ュ ニ ケ ー シ 不信感 の増 大 テ ム等 に よる適 切 なP・Rに よる

ヨ ン
←信頼 感

の維持

流通機構の近代 流通情報 の不足 に よる 流通情報 の把握 に基 づ く適 切な

化 政策的誘導の不能 誘 導 ・ ・

間
接
統計制度の抜本 本 システムを契機 とす る機械 化

的
的改革 ・組織 化された統計調査制 度べ

(

長
期

の移 行

芭 産業構造の転換 組織的 ・有機 的統計情 統合的情報 に基 づ く適切 な政 策

効
果 報 の未整備 に よる統合 立案

的 な転換政策へ の裏付

け デー タ の不 足
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§7シ ス テ ム運 用 に 当 っ て 考 慮 す べ き 点

本 シス テ ムの開 発 ・運 用 に関 して,こ れ まで,そ の効 果,メ リッ トを中心 に検 討 して きた

の で,本 章 にお い ては,本 シス テ ム の運 用 上留 意 す べ き事項,即 ち,運 用 上の過 誤 に よって,

招来 され うる デ メ リッ トと,そ の防 止策 につ い て検 討 す る。

7.1自 由経 済 体 制 の維 持

本 シス テ ムは,そ の情報 収 集機 能 に よっ て,膨 大 な 量 の 情 報 の 集 積 を可 能 と し,こ れ ら

の組織 的 解 析 か ら経 済 の実体 把 握 が なされ,こ れ に基 づ き適 切 な政 策 運 営 が行 なわれ ることを

期待 して い る。 一 方,こ の よ うな情 報 集 積 は,や や もす れ ば,対 症 療 法 的,及 至,短 絡 的 な

経 済統 制 の一手 段 と して利 用 され る恐 れ な しと しな い。 この種 の安 易 な統制 施 策 は,逆 に経

済 体 系 内 で の不 均 衡 を拡 大 し,経 済 的混 乱 を激 化 す る結 果 に終 る こ とにな ろ う。 本 シス テ ム

は,む しろ組織 的 ・有 機 的情 報 収集 に よっ て この よ うな局 部的 不 均 衡 の全体 へ の拡 大 を阻止

す るべ き政 策 立案 の基 礎 を提 供 す る こ とをそ の 目的 とし,自 由市 場 に よる合 理 的 な需 給 調整 ・

価 格決 定 の た め の環 境 維 持手 段 と して活 用 さ れ るべ き もの で ある。

この よ うな,本 シス テ ムの本 来 的 目的 にそ った運 用 を確保 す るた め に,

① 弾 力的運 用 体 制 の確立

② 統 制 へ の傾斜 に対 す る法 制 的 歯 止 め

の二 つの要 件 を以 下 に提 示 す る。

7.2弾 力的 運 用体 制 の 確 立

本 システ ムは,標 準 的 には,週 間単 位(デ ー タの種 別 に よ っては 月間単 位)の デ ー タ収 集

サ イクルを前 提 とし,緊 急 時 に おい て のみ,日 別 の デ ータ収集 を予 定 して いる。 また,デ ータ

の種別 ・密 度 も,緊 急 時 と平 常 を 区別 し,緊 急 時 に のみ 詳細 な項 目に亘 って の デ ー タを収 集

す る こ とに してい る。

即 ち,本 シ ステムは,標 準 的 には,自 由市場 の ため の環 境 の監 視 と,そ の悪 化 予 防 の手

段 とな る こ とを主眼 と してお り,緊 急 事態 の発 生 に際 して も,平 常 状 態 へ の早 期 復 帰 をめ ざ

して運 用 され るべ き もの で ある。

本 シス テ ムの運 用体 制 の具 体 化 に 当 って は,こ の よ うな いみ で,弾 力的 な組 織 ・体 制 づ く

りに努 力 す る必 要 が あ る。

7.3統 制 へ の傾 斜 に 対 す る法 制的 歯 止 め

統制 経済 へ の傾 斜 を阻 止 し,緊 急 事 態 か らの早 期 脱 出 を確 保す るた め に,前 項 に の べ た組

織 ・体 制 の適 正 化 に加 え,法 的 な制 約,歯 止 め 措置 が有 効 か つ 必要 と考 え られ る。 即 ち緊 急
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事 態 の認 定,緊 急 施 策 の発 動 に おけ る一定 の要 件 の法 的 規定 や,緊 急事 態 宣 言 の不 当 な維 持,

継 続 を防 止 すべ き規 定等 々,法 制的 な立場 か ら,本 シス テ ムの本 来 的運 用 を確 保 す る措 置 が

必 要 で あろ う。

!Z4本 シス テ ム運 営 へ の 国民 参 加

本 システ ム運 用 の組織 上の問題 と して,流 通 にたず さわ る各 経 済 主 体 の利 益 代表 の参 加 を

計 り,普 遍 的 か つ健 全 な運 用 を計 る必 要 が ある。 この こ とは特 に,消 費者 で あ る国 民 の意 見

を,本 シス テ ムの運 営 に積極 的 に反 映 させ る こ とに な り,自 由経 済 環 境 の維 持 とい う本 シス

テ ム本 来 の前 提 を賢 持す る上 で も有効 で あ り,前 述 の法 的規 制 と相 ま って ,統 制 経 済 へ の傾

斜 の 危 険 を回避 す る こ と となろ う。

従 って 本 シス テ ム の運 用体 制 立案 に当 っては,§5で 述 べ た ご とき,組 織 編 成 を考 慮 した

もので ある 。

図7-1本 シス テ ムの 目的 と,そ の確 保 のた め の措 置

///
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